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真珠の基礎から鑑別までを科学的に学ぶ真珠基礎コース
真珠最大の魅力である「テリ」について、
そのメカニズムを知る真珠応用コース
真珠製品の診断・修復・保存、
その理論と実践真珠C＆Eコース

■ 定員は各コースとも5名の少人数制。豊富なサンプルで学べます。
■ 初めての方は、真珠基礎コースを最初に受講してください。
■ セミナー日程、最新の申込み状況等は、ホームページをごらんください。

2024年からカリキュラム改訂よりわかりやすく、受講しやすくなりました
真珠のプロのための3つのセミナー
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　Gemmyo（ジェミオ
＝東京都港区、代表：
シャリフ・デべス）は、メ
ゾンを代表するコレク
ション「Paris 1901」
に新作を追加し、2月
19日より発売。パリの
オスマン様式建築か

ら着想を得た象徴的なデ
ザインはそのままに、新た
にブラウンダイヤモンドの
バリエーションを展開して
いる。
　「Paris 1901」は、控え
めなエレガンスや美しさを
湛え、それでいて自然体で
輝く、そんなパリらしい美
意識を体現したコレクショ

ン。19世紀のパリを彩ったオスマン様
式建築からインスピレーションを得て
おり、整然と並ぶ石造りのファサードに
映る繊細な光の陰影など、パリの街並
みに息づく端正な美しさをジュエリー
へと昇華。規則的なラインと均整の取
れたフォルムが織りなすデザインは、静
かな気品とモダンな佇まいを兼ね備え

ている。
　近年、ジュエリーシーンでは、流行に
左右されない普遍的なデザインや、重
ねづけによる自由なスタイリングへの関
心が高まっている。こうした背景を受
け、「Paris 1901」はその世界観を保ち
ながら、より多彩なコーディネートを楽
しめるラインアップへと進化した。
　今回の新作では、従来のホワイトダ
イヤモンドに加え、ニュアンス豊かなブ
ラウンダイヤモンドを新たに採用。
　チョコレート、コニャック、シャンパン
―温もりある色調が揃い、やわらかな
陰影を指先に宿す。落ち着いたトーン
が加わることで、単体でも静かな存在
感を放ちつつ、異なる色味とのレイ
ヤードによるコントラストも楽しめるデ
ザインに仕上げた。

　リングは重ねづけを前提に設計して
おり、複数本を組み合わせることで立
体感や奥行きを演出。すべてフランス
国内のアトリエにて受注生産され、メ
ゾンのクラフツマンシップが、一点一点
に丁寧に息づいている。
　「Paris 1901」は、ジェミオを象徴
するシグネチャーコレクションのひと
つ。フランス国内での製造にこだわり、
メゾンが大切にしてきたサヴォア
フェールを体現するシリーズとして展
開されている。
　今回の刷新は、コレクションの本質
を変えるものではなく、これまで築いて
きたデザインコードはそのままに、素材
のバリエーションを広げることで、より
自由で多彩な表情を楽しめるコレク
ションへと進化させした。
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　【香港、3月6日】 世界有数のB2B
ジュエリーイベント「ジュエリー＆ジェ
ムアジア 香港（JGA）」（6月）と「ジュ
エリー＆ジェム ワール ド 香 港
（JGW）」（9月）を主催するインフォー
マ・マーケッツ・ジュエリーは、６月と９
月のイベントの今年のハイライトは、カ
ラージェムストーンが中心になる見込
みで、カラーストーン業界にとって新た
な幕開けになると、３月６日付で発表
した。
　それによると、JGAとJGWの開催に
先立ち、カラードジェムストーン産業
の多様性、活気、コミュニティ精神を

強調する3つの刺激的なプログラムが
スタートする。
　これらは、ICA（Interna t iona l 
Colored Gemstone Association）と
インフォーマ・マーケッツ・ジュエリー
が共同で主催するもので、先ず９月19
日～21日の3日間にカンファレンス
「ICA Plus」が開催される。
　「ICA Plus」は、カラーストーン業界
における世界有数のネットワーキングイ
ベントだとしている。約50カ国からICA
会員と業界の主要関係者が一堂に会
し、充実したプログラムが提供される。
そして「NextGen Coloured Gem 
Exce l l ence Awards」と、「Gen-
der-Fluid Coloured Gem Jewel-
lery Design Challenge」の２つにつ
いて壮大なプレゼンテーションが行わ
れるようだ。
　ジュエリーフェアのディレクター、セ
リーヌ・ラウ氏は「これらのイベントは、
業界の3つの重要な側面に取り組むこ
とでカラーストーンにスポットライトを
当てます。中国や東南アジアなどの市
場における需要の機会の開拓と、バイ
ヤーが革新的かつダイナミックな方法
で関わる方法を探求する。それは、カ
ラーストーンの多様性と創造的可能性
を強調する強力な媒体としてのデザイ
ンを称賛すること。そして業界を牽引す

る次世代リーダーの育成です」と説明
し、これらの取り組みは、「有意義な対
話の触媒となり、革新と協働を促進し
ます」と強調した。
　さらに「カラードジェムストーンに
とってのこの重要な瞬間は、ICA Plus
の香港初開催によって象徴され、アジ
アを機会の中心地として位置づけてい
る。ICAの隔年開催の会議は、カラース
トーン業界にとって権威あるフォーラム
としての役割を果たしているが、ICA 
Plusは、マーケット需要の見通しやラ
イブ販売チャネルから、宝石の購入や
所有に対する姿勢が前世代とは異な
る新世代の消費者の嗜好の変化に至
るまで、アジア特有のダイナミクスに焦
点を当てた、より地域に焦点を当てた
プラットフォームを提供する」と、ラウ氏
は補足した。
　それに続く注視すべき点として
「NextGen Coloured Gem Excel-
lence Awardsは、補完的な意味合い
を持つものとして、業界の未来へのビ
ジョンを体現し、リーダーシップを発揮
する次世代の宝石専門家に光を当て
ます。Jewel le ry Wor ld Awards
（JWA）の不可欠な要素であるこのプ
ログラムは、深い象徴的な意味合いを
持っています。その主な目的は、リー
ダーシップのスムーズな移行を促進し、

貴重な知識を継承し、次世代の消費
者を惹きつけることで、業界の長期的
な成長を確保することです。ラグジュア
リー市場が大きな変革期にある中、私
たちは現代のトレンドに適応しながら、
今後10年、20年、そしてそれ以降も持
続可能な成長を確保することに重点を
置いています」と説いた。
　一方、Gender-Fluid Coloured 
Gem Jewellery Design Challenge
は、2つの柱を持つ取り組みです。1つ
目は、ジュエリー市場を普遍的で包括
的なものとして拡大し、従来の固定観
念を打ち破り、より幅広い層にアピール
することです。2つ目は、カラーストーン
を自己表現の素晴らしい媒体として称
賛し、限界を押し広げ、創造性を刺激
することです」と、付け加えた。
　最後にラウ氏は「新たな取り組みや
アイデアが生まれており、今後数カ月は
カラーストーン業界にとって興味深い
機会がもたらされることに期待します」
と述べた。
　ICA Plusは9月19日のウェルカムレ
セプションで幕を開け、続くカンファレ
ンスを通じて、出展者・貿易バイヤー・
宝石起業家・ジュエリーデザイナーが
交流・協業し実践的知見を得るダイナ
ミックなプラットフォームとなることが
見込まれている。参加費はUS＄500。

香港発、色石を中心にしたプログラムがスタート

ラグジュアリー市場が大きな変革期にある中
次世代の消費者を惹きつけるには、
次世代の宝石専門家に光を当てる

　
近
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を
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。
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結
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あ
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結
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入

を
諦
め
ら
れ
て
し
ま
う
状
況
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に

と
っ
て
看
過
で
き
な
い
問
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だ
と
考
え
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婚
指

輪
は
単
な
る
装
身
具
で
は
な
く
、社
会
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化
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一
部
の

は
ず
だ
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、2
0
2
6
年
4
月
、弊

社
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
の
結
婚
指
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を
発
売
し
ま
す
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ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
航
空
機
材
料
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合
金
で
あ
り
、軽
量
で
高
強
度
と
い
う
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
リ
ン
グ
は
ペ
ア
で
10
万
円
以

下
と
い
う
価
格
設
定
で
、貴
金
属
の
ペ
ア
リ
ン
グ
と
比
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す
る
と
大
幅
に
手
の
届
き
や
す
い
価
格
帯
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す
る
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し
ろ
、

「
価
格
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結
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る
カ
ッ
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を
ゼ
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に
し
た
い
」と
い
う
発
想
に
あ
り
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す
。結
婚
指

輪
の
文
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を
次
の
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に
は
、価
格
と

い
う
壁
を
越
え
る
新
し
い
選
択
肢
が
必
要
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
私
達
は
考
え
ま
し
た
。さ
ら
に
見
逃

せ
な
い
の
が
、金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

近
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、金
属
ア
レ
ル
ギ
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に
悩
む
若
者
は
増
え
て
お

り
、プ
ラ
チ
ナ
や
金
で
あ
っ
て
も
完
全
に
安
全
と
は

言
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切
れ
な
い
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実
が
あ
り
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す
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ュ
ラ
ル
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ニ
ウ
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で
あ
り
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切
な
表
面
処
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を
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す
こ
と
で
皮
膚
刺
激
が
起
こ
り
に
く
い
素

材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
人
に
完
全

無
反
応
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
の
選
択
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と
し
て
一
定
の
可
能
性
を
持
つ
素
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で
あ
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と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

こ
の
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の
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軽
金
属
」と
い
う
言
葉
か
ら

想
像
さ
れ
る
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で
は
あ
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ま
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ん
で
し
た
。

　
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
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は
軽
量
で
あ
り
な
が
ら
、硬
度
と

粘
り
を
併
せ
持
つ
特
殊
な
材
料
で
す
。そ
の
た
め
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
と
し
て
美
し
い
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
研
磨

面
を
作
り
出
す
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。結
婚
指
輪
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め

に
は
、極
め
て
高
い
加
工
精
度
と
熟
練
の
技
術
が
必

要
で
し
た
。こ
れ
ま
で
チ
タ
ン
や
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
と
い

う
新
素
材
の
指
輪
を
製
造
し
た
経
験
は
あ
り
ま
し

た
が
、ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
厄
介

で
し
た
。目
映
い
ほ
ど
に
白
く
輝
く
新
た
な
素
材
を

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
品
質
の
結
婚
指
輪
」に
仕
上
げ
る
に

は
、日
本
が
世
界
に
誇
る
精
密
加
工
技
術
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、弊
社
が
取
り
組
ん
で
き
た
す
べ
て
の
経

験
や
ス
キ
ル
を
注
ぎ
込
ん
で
も
、な
か
な
か
前
に
進

む
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、日

本
の
宝
飾
業
界
が
抱
え
る
も
う
一
つ
の
問
題
、職

人
不
足
と
い
う
現
実
で
す
。

　
現
在
、宝
飾
加
工
の
現
場
で
は
熟
練
職
人
の
高
齢

化
が
進
み
、若
い
世
代
の
担
い
手
が
十
分
に
育
っ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、長
年
に
わ
た
り
加
工
工
賃
が
抑
え
ら
れ
て
き
た

結
果
、匠
と
呼
ば
れ
る
宝
飾
職
人
の
生
活
が
必
ず
し

も
豊
か
と
は
言
え
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。こ
の
ま

ま
で
は
、日
本
が
長
年
培
っ
て
き
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
文

化
そ
の
も
の
が
徐
々
に
衰
退
し
て
し
ま
う
可
能
性
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
と
い
う
新
素
材
に

真
正
面
か
ら
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、単
な
る
素

材
変
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
来
と
は
異
な
る
特
性

を
持
つ
金
属
に
向
き
合
い
、試
作
と
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
加
工
方
法
を
確
立
し
て
い
く
、極
め
て
地

道
な
挑
戦
だ
っ
た
の
で
す
。実
際
、ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を

結
婚
指
輪
の
品
質
ま
で
仕
上
げ
る
に
は
、従
来
の
貴

金
属
加
工
と
は
異
な
る
技
術
的
工
夫
が
必
要
に
な

り
ま
す
。切
削
、研
磨
、表
面
処
理
、耐
久
性
の
確

保
。そ
の
す
べ
て
の
工
程
で
、弊
社
の
職
人
達
は
試
行

錯
誤
を
重
ね
、次
世
代
の
指
輪
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。そ
の
苦
労
は
、外
か
ら
は
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん

が
、決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。も
し
こ
の
新
素
材
の
リ
ン
グ
が
市
場
に
定
着

す
る
な
ら
、そ
れ
は
単
に「
安
価
な
結
婚
指
輪
」

が
増
え
る
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
と
信
じ

て
い
ま
す
。む
し
ろ
、日
本
の
高
度
な
加
工
技
術

と
職
人
文
化
が
、新
し
い
形
で
次
世
代
へ
受
け
継

が
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　
長
年
、貴
金
属
の
結
婚
指
輪
を
扱
っ
て
き
た

宝
石
店
に
と
っ
て
、こ
の
動
き
は
判
断
の
難
し

い
テ
ー
マ
に
な
る
で
し
ょ
う
。ブ
ラ
ン
ド
価
値

や
商
品
構
成
と
の
整
合
性
を
考
え
れ
ば
、慎

重
な
検
討
は
当
然
必
要
で
す
。し
か
し
、「
結
婚

指
輪
文
化
を
守
る
」と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、

新
素
材
の
登
場
は
決
し
て
無
視
で
き
な
い
動

き
だ
と
捉
え
て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。結
婚

指
輪
の
価
値
は
、金
属
の
種
類
だ
け
で
決
ま
る

も
の
で
は
な
い
事
は
皆
様
ご
承
知
の
通
り
で

す
。結
婚
指
輪
に
は
人
生
の
節
目
を
象
徴
す
る

意
味
が
あ
り
、社
会
の
文
化
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。手
前
味
噌
な
話
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
リ
ン
グ
の
登
場
は
、素
材

の
変
化
と
い
う
よ
り
も
、結
婚
指
輪
文
化
そ
の

も
の
が
次
の
段
階
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
兆
し

の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　
い
ま
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は「
何
を
守
り
、何

を
変
え
る
べ
き
か
」と
い
う
問
い
に
向
き
合
う

時
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
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結婚指輪の新たな選択肢 　
ジュラルミンリングが問いかけるもの
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代表取締役　
木村 亮治
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▼輪-RIN-ジュラルミンシリーズ
https://r.goope.jp/duralumin/
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